
カジノ推進派の「依存症対策」の欺まん
井　上　　善　雄　　
１．ＩＲ議連や行政のカジノ推進派、またこれに動員されるカジノコンサルタントや御用学者もカジノ依存症発生の心配は一応みせている。カジノ導入にあたって、①依存症患者の立入禁止、②客の入場回数や賭け金に上限設定、③後払いの賭けやカジノ内ＡＴＭの禁止、④依存症への啓発、相談、治療、⑤地域住民（自国民）への入場料賦課をいい、シンガポールの例を出して「セーフティネット対策」をとる提案をいう。
２．しかし、①は入場者に依存症でないことの証明を求めるものでなく、本人や近親者から個々に具体的事前申請を要する。だから客観的な依存症者も入場させることになる。日本の公営ギャンブルでは依存症者が多数出入りしている。依存していない者こそ少数ではないだろうか。このような実際には効力のない方法をもっともらしく対策というのは「欺まん」である。
　　②は現在の宝くじからパチンコまで制限はとられていない。例えば、カジノでは1日総額1万円、1ヶ月総額10万円以上賭けられないシステムをつくれば、カジノは今のパチスロ以下となる。（もちろんパチスロもそうすべきだがそうなっていない。）
　　③はシンガポールで実施されているというが、カジノ施設外のそばにＡＴＭがある。カジノ事業者以外の与信による後払いはシンガポールでもあり、抜け道はある。
　　④は国民教育、アドバイスはするも、日本の既依存症者への啓発や治療プログラム、検証さえないのでは単に口先だけのものになる。
　　⑤の入場料賦課は、1人1万円で2～3日限り使えるパスポート発行なら一定の抑止効果がないとは言えないが、多くの韓国カジノと同様に自国民（日本人）を入場禁止にする他ない。
３．もちろん業者への許認可、指導、監督は利権官庁を招くので、カジノの監督は独占して行う機関がいる。そして未成年者入場その他の違反不正があれば、営業停止や罰金の厳罰も必要だ。このようなコスト、負の結果をカジノ事業者が負うのでなければ無責任だ。
　　ところが今のところ、シンガポールカジノより緩やかな建前上の配慮必要論はいうも、全て対策を「先送り」にしている。ＩＲ法案を推進する議員らや追走する自治体の長、実質促進させている一部財界人と金儲けに進出を目指す企業、さらにこれらの動きに「合理化」する“学者”コンサルらは欺まんの言をいう徒となっている。
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１．2014年2月5日、衆議院憲政記念館で第1回（仮称）ＩＲ推進協議会設立準備委員会が開かれた。発起人、オブザーバーなど出席リストは後記のとおり。この委員会はＩＲ（統合型リゾート）という衣をつけてカジノを推進しようというもの。カジノ推進派は、ＩＲ（カジノ）議連を動かす一方で、地方自治体に夢を撒き、カジノを含む観光･リゾート･ビジネスを全国展開しようというものである。
　　当日は御用学者ともなった元観光庁長官が、事務局の用意したレジュメ等を基に東京オリンピックとＩＲで日本を元気にすると日程化してその夢を語ったことがわかる。
２．それによると、2020年のオリンピックまでにカジノ付ＩＲを可能にするために、
　国は（１）2014年6月のＩＲ推進法の成立予定と協議会の正式発足
　　　（２）2015年4～6月のＩＲ実施法成立（予定）
　　　（３）2016年区域募集と区域決定、事業者認定
　そして、地方自治体では
　　　（１）2013年～　マスタープランの事前検討
　　　（２）2014年6月～　マスタープラン公募要綱作成、ＲＦＣ（Request for Concept）案募集
　　　（３）2015年4月～　公募要綱作成とＲＰ（Request for Present）案募集
　　　（４）2016年　区域申請と事業者決定、区域決定
　　　　　　　アセス･都市計画･建築確認（20ヶ月～2017年まで）
　さらに、事業者（民間）は
　　　（１）2013～2014年　基本計画
　　　（２）2014年　ＲＰＣ案策定
　　　（３）2015年　ＲＰＣ案提出と基本設計、ＲＦＰ案策定
　　　（４）2016年　ＲＦＰ案提出と自治体との仮契約～本契約
　　　（５）2016～2017年（10ヶ月）　実施設計
　　　（６）2017～2018年　解体･整地等準備工事
　　　（７）2018～2019年　建設工事（26ヶ月）
　　　（８）2020年　竣工
　というＩＲ区域･事業者選定スケジュールを作成している。
３．このＩＲ･カジノ推進活動の最大の欠点は、カジノを含むギャンブルの反社会性や被害発生について“軽視”し、専らＩＲありき、カジノ付ＩＲを是認しているところである。もちろん、国･自治体も民間のＩＲを誘致するとしても税収など「タダ儲け」はできない。開発･開設の準備、お手伝いをする多大な企画と人件費、業者へのサービス業務が発生し、そのために税金を使用しする。民間カジノ（ＩＲ）は自治体にとってプラスをもたらすだけではなく、多大なコストがいる。
４．しかも、これらの推進協議会の設立趣意書では、ＩＲについて抽象的に「現状では国民の認知が進んでおらず、特にカジノ解禁に対しては正しい理解と社会コストへの対応策を打ち出していくことが必要とされる」という。説明資料の一部の指摘事項、懸念事項の一つに「依存症対策」はその5文字以外には全く触れていない。
　　むしろ、これら推進グループ自身が「正しい理解と社会コスト」を正しく認識していないのである。カジノ推進グループは、ギャンブル依存症問題の存在は認めるも、カジノ導入後の客対応のレベルでしか考えておらず、現在あるギャンブル依存症をなくすことへの積極性は見られない。
５．こんな無責任な会合に公費を使って参加する自治体も税金の浪費である。出席した自治体の担当は東京事務所らに招待案内があり、出席して資料を貰ったが「情報収集のためです」という。ならば、カジノＩＲに反対する市民集会にも出席すべきということになる。推進派会合には出席しても反対派集会に出ないというのでは、公正な情報収集にならないであろう。
【(仮称)ＩＲ推進協議会設立準備委員会　出席者リスト／発起人】
	氏　名
	所属・役職

	池坊保子
	華道家、元衆議院議員

	石原　進
	(社)九州経済連合会副会長、九州旅客鉄道(株)取締役会長

	國場幸一
	那覇商工会議所会頭、(株)國場組代表取締役社長

	高向　巖
	(社)北海道商工会議所連合会会頭、(株)北洋銀行相談役

	片山隆男
	大阪商業大学副学長（谷岡一郎同大学学長　代理）

	寺島実郎
	多摩大学学長、(株)三井物産戦略研究所会長、(社)日本総合研究所理事長

	吉岡　淳
	サントリーホールディングス (株)大阪秘書室部長
（鳥井信吾　(社)関西経済同友会代表幹事、同社代表取締役副社長　代理）

	新浪剛史
	(株)ローソン代表取締役ＣＥＯ

	溝畑　宏
	京都大学経営管理大学院特命教授、元観光庁長官
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コラム　　　　　　　　　　　　　産学癒着
　2014年1月22日、金沢工大でカジノ産業研究の「ロケーション・エンターテインメント学会」が設立された。同大の北谷賢司教授らは、会長に東急レクリエーションの佐藤仁社長を据え、自らは副会長となり同大に事務局を置いた。カジノ誘致のシンクタンクになりたいようだ。カンボジアのカジノ会社の和田史久社長をパネラーに呼び、設立シンポも開かれた。地方の大学もカジノの学会をつくって、金沢などＩＲ・カジノ誘致にシフトしている。
パチスロ・ダイナム社の宣伝
　パチスロは多くの「パチンコ依存症」を生み増やしている。その業界第2位にあるダイナムは、近時テレビその他で道路など清掃奉仕をしていることを大々的に宣伝している。香港で上場した一流企業ともいうが、パチスロ企業としてさらに大きくなろうとしているものだ。清掃活動も企業イメージアップのために給料を貰う従業員が仕事として行っているのであり、個人のボランティアではない。企業が自らの“善行”をテレビで宣伝するのはパチンコ業界によくあるが、「見栄見栄」の宣伝。
　こんなことをする前に、自らがギャンブル依存症を生んでいることを反省するべきである。客への注意配慮をすべきであるし、未成年者（18才未満）の入場制限から教育環境にどれだけの配慮をしてそれぞれどれだけ効果をあげたかを述べるべきだ。また、自ら「台調整」をしたり客を操らないこと、脱税は絶対にしないこと、警察らと癒着して天下り受け入れや関係者の雇用をしないことを宣言するべきである。もちろん、もしこのようなことをしているのであれば直ちに改めなければならない。
　そもそもパチスロは、マルハンら店舗と機械メーカーは違法賭博の灰色企業であって、マスメディアでの宣伝など許されるべきでない･･･というのが識者の意見だろう。
旧聞新聞　　　　　　　沖縄県のＩＲリゾート取組
１．平成26年4月現在、カジノ誘致のトップを走るのは東京都、2位は沖縄県と大阪府･市である。そして4位はなく、5位以下に他の道･県が追走している。
　　東京都は大本命の強みか、ＩＲ法にかかわらずＭＩＣＥ推進の担当課を設けて具体化しているが、沖縄県は観光産業と絡めてＩＲ誘致作業のトップを走る。
　　ちなみに、Ｈ19年度660.3万円を始めとしてＨ20年度1410.3万円、Ｈ21年度1198.8万円、Ｈ22年度1019万円、Ｈ23年度1218.8万円、Ｈ24年度1000万円と調査委託料と旅費を予算化、Ｈ25年度は旅費の394.4万円である。この7年で6901.1万円を使い、Ｈ26年度はさらに1724.7万円を組み、うち基本構想策定委託料が1276.8万円である。こうして県費8000万円以上を使う。
２．これらの調査委託はＨ19～22年度は(株)国建の随意契約しており、Ｈ23、24年度は国建を含む「沖縄ＩＲ研究会共同企業体」という官民一体のＩＲ推進企業体に調査させ、その報告書が県の検討した結果の報告書とされている。この統合リゾートの企画を進める国建は、仲井知事支援企業である。
　　それらはＨ19～20年度の間はカジノエンターテインメント検討委員会の報告書でＨ22年度は「沖縄リゾートモデル」というも、一貫してカジノ導入を核とするものである。
　　Ｈ25年3月発表のＨ24年度報告書によると、第1章は統合リゾート可能性調査、第2章は海外事例追跡調査、第3章はセミナー、シンポジウムの開催、そしてその資料編となっており、新しい知見は少なく過去の文献の修正上乗せである。Ｈ24年度にしたセミナー、シンポジウム以外には事実上新味に乏しく、1000万円を要するレポート作業とは思えない。
　　この無駄遣い批判は別として、これらの報告を見ると、統合リゾート（ＩＲ）の可能性、事業者のビジネスを肯定的に評価する（但し、その内容は海外カジノの経済成功面の強調が多い）。
３．一方、ギャンブル依存問題に関する情報収集もしている。
　　この内容は、実は県内でギャンブル依存問題の代表的発言者である西村直之氏の「認識」「評価」が中心であり、どこまで広くギャンブル依存問題について正しく識見を集めたかというと大いに疑わしい。報告書の中のギャンブリング問題は、西村氏のレポート（セミナー、シンポ資料）に依っているので、その点を検討する。
【西村直之氏のギャンブル依存問題についての講演と疑問】
　　西村氏は、今は沖縄の特定非営利法人（ＮＰＯ）のリカバリーサポート･ネットワークの代表理事で、精神科医、日本精神学会認定専門医、1990年琉球大医学部大学院修了後、国立肥前療養所（アルコール･薬物依存病棟）を経て、1999年から卯の会あらかきクリニック院長就任、2006年4月パチンコ依存問題相談機関、リカバリーサポート･ネットワークを立ち上げて代表を務める。1998～2002年厚労省班研究員（薬物依存）、2007年～同班研究員（ギャンブル依存）という。
　氏のＨ25年2月6日のシンポ報告では、リカバリーサポートネットワーク（Ｒ･Ｎ）は2006年開設以来全国から8000件（24年度まで）の相談があり、パチスロ業界の支援取組もあり、月200～300件の相談を受けるという。この活動はパチスロ産業の14団体が年3000円の資金援助と会費･寄付で運営していると自ら紹介している。経歴からいうと、沖縄県を中心としたパチンコ問題の相談経験は豊富と思われる。
　氏は講演で、①ギャンブルの定義もなく、ギャンブル依存症の定義があいまい、②賭け事、ギャンブリング概念には違法･合法は関係ない、③ギャンブルの定義がないので学術的議論が難しい。また(1)日本はギャンブルを賭博と同一視する傾向、(2)賭博は非合法、(3)公営ギャンブルは法律上賭博(ギャンブル)でない、(4)パチンコは遊技で法律上賭博（ギャンブル）でないとして、(5)監督庁
はギャンブルの問題を持つ人を犯罪者とするのかとまでいう。
　さらに、ギャンブリング問題を議録する①前提データ、実態調査がない、②レジャー白書～自殺統計は断片的な推測、③日本に適した調査もなく、④研究の裾野が広がらないとし、日本のギャンブリングの傾向として、市場は縮小、多様化し、競技･遊技参加型からオンライン参加型にあり、ギャンブリング参加者は縮小し、高齢化が進むと予想している。
　氏は、沖縄県のギャンブリングは(1)全国最低、(2)公営ギャンブルがない、(3)高齢者のスロット参加、(4)金銭問題が生じやすいが隠れやすい、(5)「賭け事」に対する否定的感情を指摘する。
攻撃的ギャンブラー（ルーレット、株、カジノ等）と逃避型ギャンブラー（マシンゲーム、オンラインゲーム）に分類するアレックス・ブラツゾツィンスキー（1998）も紹介し、ゲーム型と賭博型ギャンブリングの分類と問題の防止対策の構図を紹介する。
　最後に、日本のギャンブリング問題に対する社会的資源の乏しさを強調する①公的専門援助機関がない、②医療保険上の適応がない、③精神保健福祉センターの地域格差大、④専門性ある民間社会資源として回復支援施設（ワンデーサポートなど数カ所）、専門相談機関1箇所（リカバリーサポートのこと？）、ギャンブラーズアノニマス（ＧＡ）136、ギャノマン114とその他ＳＮＳなどの民間支援を紹介する。
　これらの講演や発表とシンポパネリストとしての発言の問題点は、次のとおりである。
①賭け事のうち、金品を賭けたり富くじを発行することは犯罪として違法とされている。宝くじ・totoを含む公営ギャンブルは刑法上の賭博・富くじに該当するが、特別立法で違法性がないとされているだけである。パチスロは風営法上の遊技場として許可されているが、換金をめぐっては賭博同様と評価されるギャンブルである。
②氏は、全国唯一パチスロ業界の支援下で相談業務をしている特別な立場にあり、パチスロをギャンブルと評価しないのは学者として中立性を欠く誤りとも言われよう。
③ただ、その氏としても日本のギャンブル（ギャンブリング）の問題への対策の乏しさを指摘しており、儲かるからカジノをつくる。カジノだから対策するという話はダメで、既存の病理、公衆衛生問題を解決することが必要であること、カジノにより韓国では既に存在しているギャンブリング問題が過熱したように、既に存在している問題について対応を必要としている点は正しい。
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賭博ものしりシリーズ　　　　　　　パチンコの由来
　　パチンコは好きな人もいて、パチンコ研究の好事家も多い。だからここのものしりも一知見でしかない。1923（Ｔ12）年頃「ガチヤンコ」の名で障害物に釘を打った盤を縦にし、下方のバネで鉄玉をはじき、それが特定の穴に入ったら一定の玉が出て取得した玉で賞品がもらえるというアメ売り販売機レベルのものがあった。
　　それが戦後の1949（Ｓ24）年から新意匠のものが生まれ全国化した。このときから「トバク心の助長、悪の温床、教育環境の破壊」との批判論と「生活を圧迫された大衆の慰安のはけ口」との肯定論があった。
　　なお、パチンコは元来アメリカ由来でその名は「金澤」という説も。「パチンコが栄え　光がよく売れる（晴美）」の川柳は「光」が専売局のタバコ商品名であることを知らないと理解できない。
視点論点　　　　　狂う「首」 　カジノ誘致に　 浅ましき
１．この川柳のいう「首」とは首長ことです。現在までカジノ誘致に狂った首長といえば、石原慎太郎（東京都）、橋下徹（大阪府）、仲井眞弘多（沖縄県）の３人が代表的です。
その他にも、北海道（高橋はるみ）、長崎県（中村法道）、宮崎県（河野俊嗣）、秋田県（佐竹敬久）も動いています。近年では和歌山県（仁坂吉伸）、千葉県（森田健作）、静岡県（川勝平太）でもカジノ推進の動きがあり、政令市の札幌市、大阪市、横浜市や佐世保市などもＩＲ法に乗って誘致する活動だけでなく北海道の小樽市～沖縄県の宜野湾市までがＩＲ地区指定に与ろうとしているのです。
２．これらの首長に共通しているのは、宿泊施設を含む観光産業の振興を目的とし、その客集めのためにカジノを据えている点です。そして、現状のギャンブルの害（当該自治体自らが係わる公営ギャンブルによって、①市民を病気にし、その家族や社会全体が被害を受けていること、②自治体の経済的損失だけでなく、③環境、文化、教育、医療、健康上の損失を受けていること）を無視ないし軽視しているという点です。
　　どの自治体もカジノ誘致の前に、パチスロから宝くじ･totoまでによって及ぼされる社会的損失被害について具体的な検討はしていません。
　　東京や沖縄県のように既に多大な調査費を投じているところも、調査資料の不足を理由として検討していないのです（その一方で経済的な効果は評価しているのですが･･･）。これは、過去の開発事業において、プラス効果は過大評価され、負の効果（公害、環境破壊等）の検討が怠られたことと同様です。
３．戦後の競輪、競馬、競艇などは自治体収益のみが評価され、その一方でギャンブル依存による本人・家族への被害、そして犯罪や風紀、教育面までに被害をもたらしたことは有名です。さらにパチンコによる被害規模は一桁多いものでした。
　　「オレは儲ける側、オマエは損する側」とギャンブルでは「胴」」と「客」で役割が決まっており、それを押して継続させるのは「人の射倖心」という弱みです。呑む・打つ・買うの享楽産業には厳しい倫理が求められているのに、それは果たされていません。本来、それを糺すのは首長の良識ですが、政治家（屋）としての立場から金に目が眩む（くもる？）のでしょう。
　　1946年の公営富くじ以来70年近くを迎えますが、50歳の「知命」、60歳の「耳順」、70歳の「従心」という孔子の教えを知らない首長が多すぎます。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブル替え歌シリーズ
男はつらいよ　→　パチンコはつらいよ
　言うまでもなく渥美清さん演じるフーテンの寅さんの映画の歌である。これを野（香具）師でなくパチスロにすると･･･。
　　　　※　姓は車、名は寅次郎　生まれも育ちも東京お台場です･･･
　　オレがいたんじゃ　お嫁に行けぬ　迷惑かけてる妹よ
　　賭けしちゃ借金　お前の世話に　負けても止まらぬ　パチンコに
　　反省努力の甲斐もなく　今日もパチンコ屋　今日もパチスロやりに行く　やりに行く
書籍紹介　
１．「知っていますか　ギャンブル依存一問一答」西川京子（藤塚京子）
（解放出版社2013.10.31発行　1200円＋税）
　精神科ソーシャルワーカーで、勤務もしボランティア活動もする著作。21問を設定し、400万人といわれるギャンブル依存症の家族や対応策を述べるもの。粘り強くＧＡ（自助グループ）と共に取り組むことをいう。21問で私たち社会のすべきことを述べる。第1にギャンブル依存を病気として啓発する。第2に依存症患者の治療と家族の相談・援助の強化、第3にギャンブルへの規制を金額・時間共に検討すべき、第4に金融機関への貸出規制、第5に競争社会と自尊感情の問い直しをいう。常識的な方策だが現実のギャンブル社会と政府の対応についての厳しい批判を抑えたものになっている。但し、現実に依存症者や家族への対応をしている人の言葉であり、穏やかながらも説得力がある。
２．「賭博史」宮武外骨　（大正12年発行　3円）
　賭博に関しての代表的な著作、昭和49年に影印版が出ている。Ａ５サイズ108頁にわたる。日本の賭博については絵図入りで博識を展開している。
　宮武外骨（1867～1955）は滑稽新聞を発行し、何回も検挙された反骨の人だ。猥褻や賭博の風俗禁制に反逆した著作の一つである。
　賭博の種類に詳しいが、今日の公営賭博はなかった時代のものなので、それは紹介されていない。唯一、明治40年に公許競馬賭博があったことを伝える。競馬法によって、賭け金は5円～20円、勝馬投票券の購入は一人1枚と限られていた。馬匹改良の国防上の目的があるということだったが、公許賭博への批判によりやがて禁止されたという。
　なお、本書には江戸時代の富突きも紹介されており、寺社の富くじだけでなく免許外の富くじも紹介している。日本のバクチについてはその制裁までを含めて紹介し、50音順に語彙説明やうんちくも豊富に収録している。
３．「少し金を貸してくれないか」　六角精児　（講談社1000円）
　相棒シリーズで有名になった俳優六角氏の週刊現代連載を単行本化したもの。新聞で「ギャンブル依存症」で借金に追われたことも吐露し、三角でも四角でもなく六角という著者はパチンコ、競馬などに狂って借金だらけで「あの頃、僕はクズだった」と告白調で書いている。
　『熔ける　大王製紙前会長井川意高の懺悔録』についても、「自己の正当化をやんわりと主張しているところに、妙にザラついた後味の悪さを感じた」と言い、「東京にカジノを作らないで！」と訴えている。
　読んだ率直な感想。厳しいコメントだが1000円を出して読む本ではない。
４．「震える　許さない！カジノ賭博場合法化！」　全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会（1000円）
　―ギャンブル依存被害者と家族ら30名の告発集―との副題のとおり、ギャンブル依存被害の痛みの文集。これまでにこの類書はない。被害者の自ら招いた結果への非難に震える気持ち、筆を握る手が震え、加害者であるギャンブルとその主催者への怒りに震える想いか･･･。
いずれにせよこれらの告発集によると、いかに「普通一般の市民」が「ギャンブルというワナ」にはまるのか。ギャンブル商売が市民を喰い物にし、貸金業者が本人の家族まで毒を広げるシステムで金儲けしているかがわかる。パチスロや３Ｋ（競馬･競輪･競艇）の依存症づくりの罪も判る。既存ギャンブルのもたらす実害がこれだけあるのに、公営賭博を主催する国や自治体が何ら対策を取っていないことに「震える」思いもする。
大王製紙井川元会長の告白本は『熔ける』だったが、身を震わせ、情熱を持ってカジノ開設を阻止せねばと思わせる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
賭博ものしりシリーズ　　　　　　　　　　富　突
富、富韱、突富、鎌徳、見徳といわれるが、江戸時代の寺社が奉行の許可を得て寺社の普請のために広まった。富箱の中の札を錐で突き、くじ番号で当たりが決まる。日本では箕面市の瀧安寺が最初ともいわれるが、東京谷中の感應寺、目黒不動尊の瀧泉寺、湯島天神が江戸の三富といわれる。この時代から「首くくり　富の札など持って居る」という川柳の悲劇もあった。落語に「宿屋の富」、上方では「高津の富」という富の話があるが、同じようなストーリーとオチで終わる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブルＮＥＷＳピックｕｐ
　会報第23号にはこのコーナーはなく、3月18日以降をフォローします。
2014.3.18　　ヤフー　　韓国ロッテ系列会社ら、済州島大型カジノ進出へ
　　　　　　 ソウル聯合　　仁川空港近く外資系カジノ審査「適合」
　　　　　　　　　　　 韓国16箇所外国人専用カジノ270万人、1兆3750万ウォン売上
　　　　　　 毎日　　カジノ誘致自治体競争過熱　効果1兆円と
　　　　　　 赤旗　　秋田(商工)カジノ誘致セミナー（外資カジノも参入表明　イーストベガス推進協議会）
　　 3.19　　各紙　　ガーナ大使、借用店でバカラ賭博
　　 3.21　　北海道　　ギャンブル依存症相談増（道立精神保健センター）
　　　　　　 読売　　　パチンコ出店阻止事件で国分寺市4.5億円賠償和解方針
　　　　　　 朝日　　　ＡＫＢ48のパチンコ台で差止めと50億円賠償請求訴訟
　　 3.22　　赤旗　　　堀田府議、カジノ誘致撤回を知事に要求
　   3.26　　読売　　　国分寺市、パチンコ和解案可決
　　　　　　 赤旗　　　カジノ反対、全国で連携　4月12日設立集会
　　 4.6 　　ｴｺﾉﾐｯｸＮ　　レジャー白書で21年パチンコ売上19兆円、協会によると1回あたり5時間以上の者16→29％へ増大、参加34万→1100万人
　　 4.7 　　赤旗　　　4.6大阪にカジノはいりまへん　大阪ネット集会
　　 4.8 　　読売　　　マカオ企業、カジノ進出意欲
　　　　　　 サンケイ　　カジノ候補地、夢洲
　　 4.9 　　朝日　　　ダイナム、日本カジノへ参画協議
　　　　　　 Ｎ.Ｗ.Ｊ　　カジノ合法化よりも日本人のギャンブル好きが問題
　　　　　　 赤旗　　　小樽カジノ誘致反対の会　　5月11日設立総会
　　
 4.13　　赤旗　　　4.12カジノ反対連絡協（新里宏二弁護士代表幹事）発足
　　　　　　 カジノ依存症告白「震える」発行
　　 4.14　　ﾆｭｰｽﾌｪｱ　　斜陽のパチンコ業界、カジノ経営へ本腰か？
　　 4.16　　毎日　　　ギャノマン久留米の会合
　　 4.17　　神奈川　　横浜遊技場組合の依存症サポートのＮＰＯへ300万円
　　 4.18　　毎日　　　秋田商工会議所、カジノ誘致へ集会
　　 4.21　　日刊遊技情報　　日遊協近畿支部総合セミナー　府警生活安全部の課長挨拶。風営議連（保岡興治会長20人のパチンコ換金と｢パチンコ交換税｣構想など、日遊連篠原専務講演）
　　　　　　 赤旗　　　阿寒湖カジノなど市民シンポ（釧路）
4.22　　朝日　　　投書：カジノ誘致不要
　　 4.23　　朝･サ･日　　夢洲にカジノ誘致（大阪府・大阪市方針）
　　 4.24　　ﾜﾝﾎﾟ通信　　｢ギャンブル依存は進行性の病｣と考えることはやめたほうがいい
　　 4.29　　赤旗　　　ギャンブル依存症大国の日本　これでもカジノ解禁か
　　 5.1 　　毎日　　　コラム：カジノと観光（二木解説委員）
　　 　　　　赤旗　　　大阪市議会へカジノ誘致やめて
　　 5.3～6　ｻﾝｹｲwest経済　　カジノ大国（上･中･下）
　　 5.4～19　各紙　　フェスタ跡地　マルハン、パチンコへ変更（以下続報）
　　 5.7 　　ﾛｲﾀｰ　　  大阪カジノ構想（下）　影落とすギャンブル依存症問題
5.8　　 朝・毎　　カジノ法案、審議入りへ
　　　　　　 赤旗　　　大阪カジノ　アカン　誘致反対ネット宣伝
　　　　　　 毎日　　　投書：気になるカジノ解禁
　　 5.9 　　日弁連　　ＩＲ法案廃案意見書
　　　　　 5.10　　各紙　　　競馬脱税　5.9控訴審もハズレ馬券は経費と検察官控訴棄却
　　　　　 5.11　　北海道　　カジノ誘致反対設立集会180人
　　　　　 5.12　　高知　　　社説：カジノ法案、生むのは経済効果だけか
　　　　　 5.13～　各紙　　　大阪カジノへ外資の動き盛ん、府市首長迎合
　　　　　 5.14　　毎日（東）　カジノ解禁日本で大丈夫
　　　　　　　　　 中国　　　日本にカジノ必要ない（天野勝則）
　　　　　　　　　 朝日　　　韓国カジノ「中国人特需」
　　　　　 5.15　　長崎　　　5.14カジノ誘致反対集会120人
　　　　　　　　　 中日　　　社説：ベガスの黒船　日本を狙う
　　　　　　　　　 東京　　　カジノ大手　日本に狙い
　　　　　　　　　 ﾆｭｰｽﾌｨｱ　　5.14～16ジャパン･ゲーミング･コングレス
　　　　　　　　　　　　　　パチンコ合法化で2000億税収増？
　　　　　　　　　 愛媛　　　社説：ギャンブル解禁法でラスベガスが日本に乗り出すのか
　　　　　 5.16　　各紙　　　5.15日弁連　カジノ法案反対　院内集会80人
　　　　　　　　　 ブログ　　カジノ、サラ金御用達政治家の資金
　　　　　　　　　 ﾛｲﾀｰ　　　マカオ当局　カジノ内店舗でカード利用制限

　当会のニュースはギャンブルに頭から反対するだけのものではありません。ギャンブルとその害について、自由に広く深く考えたいという趣旨から“読み物”としても面白くする工夫をしています。そのため小説（物語）、芸能、川柳、ことば選び、番付、替え歌などを付しています。深刻な被害を受けている方からすると、その分やや真面目さが失われているとの思いがあるかも知れません。
しかし、ギャンブルやゲームは人間の誰もが持つ「享楽」という性質を握っているために、その力を利用して事業化、商売が成り立っているのです。従って、ギャンブル事業の本質を問うためには「笑い」や「うがち」も必要と思われます。
賭博事業は詐欺と同様の「暴力」であります。昔から権力体制の「暴力」を批判する方法の一つが、皮肉、笑い、うがち･･･でした。そして今のギャンブル体制に根強く闘うには、笑いによる持続力も必要と思います。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブル替え歌シリーズ　　夢は夜開く　→　クジは欲開く
　1952年生まれの藤圭子は2013年に早逝した。その圭子の「夢は夜開く」（1970年）を宝くじの歌に･･･。
（１）バラで買ったら当たるのか　　連番買いして前後賞
　　　　　　どう買や当たるの宝くじ　　夢は欲開く
（２）１５，１６，１７と組番狙うも　暗かった
　　　　　　くじは大量に買ったなら　　夢は欲開く
（３）何回買っても　カラでした　　当たりはせいぜい６等賞
　　　　　　貧乏だから夢を買う　　夢を買わされる
（４）ジャンボくじなら８億円　　ロトナンバーで億万と
　　　　　　毎日やってるスクラッチ　　夢で金を盗る
（５）ここの売り場は億当たり　　ここの売り場　よく当たる
　　　　　　そこはカラくじより多い　　夢をあおるだけ
（６）億円当たりが１００本と　　それは３０００億売れたとき
　　　　　　みえないみせない但し書き　　そんなズル宣伝
（７）一から十まで馬鹿でした　　馬鹿に売るから宝くじ
　　　　　　忘れられない　当たる夢　　くじは欲開く　　くじの夢終わる

ギャンブルオンブズマン


（ギャンブル依存症を生む公認ギャンブルをなくす会）


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（�HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp"�inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：�HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/"�http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）





なくそう！


ギャンブル被害


会報第24号　2014/5/26　　　





１／２５　/





ギャンブル依存症を生む


　　　　公認ギャンブルをなくす会


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（�HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp"�inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：�HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/"�http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）





事務局だより





当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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